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本号・次号の特集では、５年に一度の変更に向け、
森林・林業・木材産業を取り巻く情勢などを踏まえつつ、

林政審議会で議論されている新たな森林・林業基本計画について、
その検討の状況をご紹介します。

新たな森林・林業基本計画に
向けた検討状況

～持続的な森林・林業・木材産業を目指して～

Part1
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新
た
な
森
林・林
業

基
本
計
画
に
向
け
て

　
近
年
、
人
々
が
森
林
へ
期
待
す
る
役
割
は
、

山
地
災
害
防
止
、
水
源
涵か

ん

養
、
木
材
供
給
だ

け
で
な
く
、
自
然
環
境
の
保
全
や
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
固
定
を
通
じ
た
地
球
温
暖
化
対
策
、

心
身
の
健
康
を
保
つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
に

制
定
さ
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
法
で
は
、
こ

う
し
た
森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

が
国
民
の
生
活
・
経
済
の
安
定
に
は
欠
か
せ

ず
、
そ
の
た
め
に
は
森
林
の
整
備
・
保
全
と
、

そ
れ
を
支
え
る
林
業
の
持
続
的
発
展
と
山
村

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
法
で
は
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
政
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
森
林
・

林
業
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
で
は
、
具
体
的
な
施
策
と
目

標
を
定
め
て
い
ま
す
（
表
１
）。
現
在
の
基
本

計
画
は
平
成
28
年
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
今

年
で
ち
ょ
う
ど
５
年
経
ち
、
変
更
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、

国
内
の
人
工
林
の
多
く
が
木
材
と
し
て
の
利

用
期
を
迎
え
、
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
と

し
て
林
業
・
木
材
産
業
が
再
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
加
す
る
豪
雨
災
害
へ

の
備
え
や
脱
炭
素
社
会
の
形
成
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
、
森
林
の
整
備
・
保
全

に
対
す
る
社
会
的
・
環
境
的
重
要
度
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

と
、
国
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
（
図
１
）
を
踏
ま
え
、
林
政
審
議
会
で

主
要
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
林
政
審
議
会
で
示
さ
れ
た
論
点
や
対

応
方
向
を
基
に
、
令
和
初
と
な
る
基
本
計
画

の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
誌
特
集
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
林
政
審
議
会
で
議
論
さ
れ
た
主
な
論
点
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
号
は
、
森
林
の

管
理
・
利
用
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

次
号
で
は
林
業
・
木
材
産
業
・
山
村
の
振
興

に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。第１　基本的な方針

前基本計画における施策の評価と情勢変
化を踏まえた現在の基本計画での基本的
な方針

第２　目　標

施策を推進する上で指針となる目標
①	森林の有する多面的機能の発揮に関す
る目標

	 〔森林面積（育成単層林・育成複層林・天
然生林）、森林蓄積、総成長量〕

②	林産物の供給及び利用に関する目標
	 〔木材供給量や用途別利用量、総需要量〕

第３　具体的な施策

①	森林の有する多面的機能の発揮に関す
る施策

	 →面的なまとまりをもった森林経営の
確立、多様で健全な森林の整備、国土保
全など

②	林業の持続的かつ健全な発展に関する
施策

	 →森林施業の集約化、生産性の向上、経
営感覚の優れた林業事業体の育成、林業
労働力の確保など

③	林産物の供給及び利用の確保に関する
施策

	 →原木の安定供給体制の構築、木材産業
の競争力強化、新たな木材需要の創出

表１　現在の基本計画の主な構成 図１　意見募集の方法・結果

①森林・林業・木材産業に携わる方々への意見募集
　対象：特徴的な取組を行っている事業者や団体
　結果：73の事業者等の方々から回答

自伐型林業の研修

②林野庁ホームページでの意見公募
　対象：広く国民の皆様
　結果：回答いただいた方228名（複数回答により総計356件）

※ご意見の詳細は、林野庁ホームページに掲載の林政審議会
	（令和２年10月12日開催）資料をご覧ください。

大径材利用

実施期間：令和２年６月30日から７月20日
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あ
り
、
林
地
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
運

搬
方
法
や
排
水
対
策
な
ど
適
切
な
施
業
の
確

保
が
重
要
で
す
（
写
真
①
）。

育
成
複
層
林
へ
の
誘
導
の
推
進

　
国
土
保
全
や
生
物
多
様
性
保
全
等
を
増
進

す
る
た
め
に
、自
然
条
件
に
応
じ
て
育
成
単
層

林
か
ら
育
成
複
層
林
へ
の
誘
導
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、育
成
複
層
林
に
対
す
る
森

林
所
有
者
等
の
理
解
の
醸
成
や
、効
率
的
な
施

業
方
法
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。生

物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

森
林
づ
く
り

　
原
生
的
な
天
然
生
林
の
保
全
に
加
え
、
薪

炭
利
用
の
減
少
に
伴
い
放
置
さ
れ
竹
林
化
し

た
里
山
林
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
（
写
真
②
）。
ま
た
、
人
工
林
の
伐
採
時
に

下
層
木
や
広
葉
樹
を
残
す
な
ど
の
生
物
多
様

性
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

森
林・林
業・木
材
産
業
を

巡
る
主
な
論
点
に
つ
い
て

　
全
て
の
森
林
は
、
水
源
の
涵
養
や
山
地
災

害
の
防
止
、
木
材
の
生
産
等
の
機
能
の
発

揮
を
通
じ
て
国
民
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
土
の
３
割
を
占
め
る
人
工
林
で
は
、

そ
の
半
数
以
上
が
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を

迎
え
て
お
り
、
森
林
資
源
の
充
実
と
公
益
的

機
能
の
発
揮
を
図
り
な
が
ら
、
森
林
を
適
切

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
基
本
計
画
で
は
、
将
来
に
わ

た
り
多
面
的
機
能
の
十
全
な
発
揮
を
図
る
観

点
か
ら
、
育
成
単
層
林
・
育
成
複
層
林
・
天

然
生
林
の
面
積
等
を
目
標
と
し
て
提
示
（
図

２
）
す
る
こ
と
で
適
切
な
森
林
の
整
備
・
保

全
を
推
進
し
、
多
様
で
健
全
な
森
林
に
誘
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈
主
な
論
点
〉

伐
採
後
の
適
切
な
更
新
の
確
保

　
人
工
林
が
利
用
期
を
迎
え
、
主
伐
が
増
加

す
る
中
、
主
伐
面
積
に
対
し
造
林
面
積
は
３

～
４
割
程
度
（
図
３
）
で
あ
り
、
森
林
資
源

の
持
続
的
利
用
の
確
保
に
向
け
た
取
組
が
必

要
で
す
。

主
伐
時
の
適
切
な
施
業
の
確
保

　
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
集
材
路
が
、
粗

雑
に
作
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
土
砂
流
出
の
一
要
因
と
な
る
場
合
も

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

再
造
林
を
実
施
し
、
森
林
資
源
を
将
来
に

わ
た
り
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
。

・	

森
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
や
森
林

の
文
化
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
視
点
も

重
要
。

・	

自
然
豊
か
な
森
づ
く
り
の
た
め
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
単
層
林
だ
け
で
な
く
、
広
葉
樹

な
ど
も
生
育
す
る
複
層
林
化
も
行
う
べ
き
。

・	

生
息
環
境
の
連
続
性
を
生
み
出
す
保
護
林

や
「
緑
の
回
廊
」
の
拡
大
、
複
層
林
化
等

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

1030 1020 1020 990
660

100 120 140 200 680

1380 1360 1350 1320
1170

H27 R2 R7 R17 指向する
森林の状態（現在の

　計画時点） 目標

12

34

クラック

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part1

図２　目標とする森林の状態

雨水の侵食により亀裂の入った路肩原生的な天然生林の保全 竹が侵入した里山の整備

図３　主伐面積と人工造林面積の推移

写真①　皆伐跡地での土砂流出・崩壊写真②　生物多様性の保全に向けた森林づくり

※林野庁業務資料
※数値は、現在の基本計画に記載されている10万ha括約

※林野庁業務資料
※主伐面積は推計値

  
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導



6林野   2021.2 No.167

植栽後４年の比較

　
林
業
に
適
し
た
場
所
で
は
、
伐
採
後
の
再

造
林
に
よ
り
、
人
工
林
資
源
を
再
造
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
再
造
林

に
係
る
費
用
や
労
力
の
負
担
が
大
き
く
（
図

４
）、
再
造
林
は
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

作
業
方
法
や
工
程
を
見
直
し
、
省
力
化
・
効

率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
と
言
わ
れ
る
成
長
の
早
い

苗
木
の
植
栽
や
苗
木
の
成
長
に
適
し
た
場
所

で
の
造
林
を
進
め
る
こ
と
で
、
造
林
期
間
の

短
縮
や
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

苗
木
の
供
給
体
制
整
備
や
、新
技
術
の
活
用

等
に
よ
る
造
林
の
効
率
化
を
推
進
す
べ
き
。

・	

新
技
術
に
よ
り
造
林
事
業
に
参
入
す
る
若

者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ

う
し
た
流
れ
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

写真③　林業機械を使った造林作業の省力化

写真⑤　エリートツリーと従来品種との比較

〈
主
な
論
点
〉

造
林
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化

　
木
材
の
伐
採
・
搬
出
に
使
用
し
た
林
業
機

械
を
そ
の
ま
ま
造
林
作
業
に
使
う
「
伐
採
と

造
林
の
一
貫
作
業
」
の
さ
ら
な
る
普
及
が
必

要
で
す
（
写
真
③
）。
ま
た
、
従
来
の
施
業
体

系
に
と
ら
わ
れ
ず
、
植
栽
本
数
を
減
ら
し
た

り
、
下
刈
り
を
極
力
行
わ
な
く
て
も
済
む
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

苗
木
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

　
春
や
秋
だ
け
で
な
く
幅
広
い
季
節
に
植
栽

が
で
き
、
伐
採
直
後
に
植
栽
す
る
一
貫
作
業

で
も
使
い
や
す
い
コ
ン
テ
ナ
苗
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
、
生
産
技
術
の
確
立
な
ど

苗
木
生
産
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
（
写
真
④
）。

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
利
用
の
拡
大

　
こ
れ
ま
で
の
品
種
と
比
べ
成
長
の
早
い
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
、
周
囲
の
草
木
よ
り
も
早

く
大
き
く
な
る
こ
と
で
、
下
刈
り
を
必
要
と

す
る
期
間
を
短
縮
し
、
下
刈
り
回
数
を
減
ら

す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
造
林
作
業
の
省

力
化
・
効
率
化
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
利
用

拡
大
が
必
要
で
す
（
写
真
⑤
）。

123

図４　再造林費用の現状

育林経費のうち
造林初期費用は
約７割
（180万円/ha）

※	林野庁業務資料
	 （R1年標準単価より作成）
	 スギ 3000 本 /ha 植栽、下刈５回、除伐２回、保
育間伐１回、搬出間伐（50～ 60㎥ /ha）１回

グラップルによる枝の整理 フォワーダによる苗木運搬

コンテナ苗生産の技術研修エリートツリー 従来の品種

写真④　コンテナ苗の生産技術の普及

  
再
造
林
の
推
進
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〈
主
な
論
点
〉

山
地
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

　
近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
、
深
層

崩
壊
や
流
木
の
発
生
、
広
範
囲
で
の
河
川
氾

濫
な
ど
災
害
の
発
生
形
態
が
変
化
し
て
い
ま

す
（
写
真
⑥
）。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

適
正
な
保
安
林
の
配
備
や
治
山
ダ
ム
の
き
め

細
か
な
配
置
な
ど
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
（
写
真
⑦
）。

豪
雨
に
対
応
し
た
林
道
の
強
靱
化

　
降
雨
時
の
地
表
水
に
よ
る
侵
食
や
渓
流
の

増
水
に
よ
り
、
法
面
や
路
面
の
崩
壊
な
ど
林

道
施
設
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
写
真

⑧
）。
豪
雨
に
備
え
て
、
法
面
や
排
水
機
能
の

強
化
な
ど
林
道
の
機
能
強
化
に
加
え
、
新
設

の
場
合
は
河
川
や
渓
流
の
影
響
を
受
け
に
く

い
線
形
に
す
る
な
ど
、
林
道
の
強
靭
化
が
必

要
で
す
（
写
真
⑨
）。

　
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
我
が
国
に
お
い
て

も
年
平
均
気
温
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
短
時

間
強
雨
や
猛
烈
な
台
風
の
発
生
回
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
５
）。
こ
の
よ
う
な
雨

の
降
り
方
の
変
化
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
山

地
災
害
が
激
甚
化
す
る
と
と
も
に
、
同
時
多

発
的
に
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
山
地

災
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、
事
前
防
災
・

減
災
の
考
え
方
に
立
ち
、
治
山
施
設
の
設
置

や
森
林
の
整
備
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

山
地
災
害
の
激
甚
化
・
多
様
化
は
、
山
村

の
存
亡
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
事

業
に
よ
る
実
施
が
不
可
欠
。

・	

雨
の
降
り
方
の
変
化
を
分
析
し
、
ソ
フ
ト

対
策
も
含
め
今
後
の
対
策
に
活
か
す
必
要
。

・	

災
害
の
激
甚
化
・
常
態
化
を
認
識
し
、
事

前
対
策
や
森
林
の
防
災
機
能
を
高
め
る
事

業
を
実
施
す
べ
き
。

・	

増
加
す
る
豪
雨
災
害
に
対
応
し
た
林
道
規

格
と
す
べ
き
。

＊	

次
号
特
集
で
は
、「
林
業
経
営
と
林
業
構
造
の
展
望
」「
木
材
の
生
産
・
流
通
・
利
用
」「
新
た
な
山
村
価
値
の

創
造
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
主
な
論
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

林政審議会…森林・林業基本法第29条に基づき、森林・林業基本計画の策定、森林・林業白書の作成など重要事項について調
査審議するため設置された農林水産大臣の諮問機関です。
緑の回廊…野生生物にとって貴重な生息・生育地である保護林間を結ぶことで、野生生物が広域的に移動し、生活の場を広げ、
より多様で充実した森林生態系を目指すために設定した森の通り道です。

写真⑧　降雨による林道の被害

写真⑨　林道の強靭化
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新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part1

図
５　
短
時
間
強
雨
の
発
生
状
況
の
変
化

流木災害の様子
（平成29年７月九州北部豪雨）

間伐により、下層植生が繁茂すると、降雨に
よる土砂流出が減少する

法面の崩壊

崩壊防止のための法枠工

写真⑥　激甚化する山地災害の様子

写真⑦　災害に強い森林づくり

  
山
地
の
防
災
・
減
災

山腹崩壊の様子
（令和２年７月豪雨、熊本県芦北町）

流木捕捉式治山ダム（福岡県朝倉市）




